
Ⅴ．特記事項
　■学生一人ひとりの顔が見える学修・進路支援システム
　本学は、小規模大学だからこそのブランドとして「どこよりもあたたかく、夢の実現」
を標榜しているので、以下のような支援方法を実施するとともに、学科教員が学生一人
ひとりの動向を共有するようにしている。支援・指導方法は個人面談・指導を一義とし
ている。
①　基礎学力の確認と低点者に対する支援
　‌　「学修支援センター」を設置し、学生一人ひとりの基礎学力を把握するとともに、
各自の学修の不安や悩みに個別に対応できる体制を整えている。当該センターでは入
学予定者に入学前学習課題「大学へのスタート」と称す５科目（国社数理英）からな
る問題を課し、入学オリエンテーション時に「学修スタート診断」試験を実施してい
る。試験の結果を踏まえ、基礎学力について支援が必要と思われる学生については、
「リメディアル科目」の受講を推奨し、早い段階で学修の不安の原因を少しでも解消
するように努めている。令和４（２０２２）年度より、より積極的に学生が当該センター
を活用するように工夫をしている。
②　顔の見える初年次教育の展開
　‌　本学は、初年次教育のために１年次前期及び後期において「基礎ゼミⅠ」「基礎ゼ
ミⅡ」を配置している。子ども教育学科は、聞く、話す、読む、書くといった具体的
な言語活動をとおして日本語力の育成を中心に、人間関係学科は論理的な表現力、伝
わる表現力の基礎的な養成と、各学科の教育目的に資する資質・能力を育むシラバス
となっているが、授業は学生を１０から１５人のクラスに分けて実施し、学生一人ひとり
の学修成果を確認・支援している。
③　履修科目の出席状況の確認と担任による速やかな面談
　‌　本学では、速やかに面談による支援・指導ができるよう担任一人あたりの学生数を
５から８人の少人数にしている。また、日常的に学生の動向を確認できるよう各授業
担当者は３回以上の欠席者について教務委員に報告し、教務委員は欠席状況をまと
め、学科会議で報告するようにしている。履修科目の多くで欠席がかさむ学生につい
ては、担任が速やかに個人面談を実施し、状況の把握後、学科会議で報告し、対策を
講じる体制を取っている。場合によっては保護者への連絡や面談、さらにはカウンセ
ラーとの協働により、適切な対応策を講じている。
④　学科・進路支援センター・学修支援センター・教職実践センターで四位一体の支援
　‌　学生一人ひとりの夢を実現するため、人間関係学科は開学３年目であるが、１年次
から「進路ガイダンス」と称したキャリア教育を実施し、学生の夢に則した進路対策・
支援を実施している。特に、子ども教育学科の教職に関しては、教職実践センターで
個人面談により継続して一人ひとりの教職への意識を確認するとともに、意識の変
更者に対しては、卒業研究担任と進路支援センターの協働で進路先を検討している。
進路支援で小論文や筆記試験など個人の学力に関わる支援については、学修支援セン
ターと協働で対応している。
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